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This purpose is a discussion on the spatial qualities of the Saoka area in Naka-gonyu and 
Aritani. Spatial characteristics are spatial configurations that can be seen from the current 
space and its transition, or space recognition. 
Utilization of Satoyama was indispensable in the life of residents in the inter-mountainous area. 
However, in contemporary Japan in Satoyama, abandoned and uncontrolled agricultural land and forest 
increase, the appearance changes greatly. In Kochi Prefecture, even disappearance of villages that have 
continued from before the Edo period has occurred. 
Naka-gonyu and Aritani districts, we will clarify the transition to the space when Satoyama 
once functioned abundantly and its current space, reveal the factors forming the spatial 
characteristics of each district. 
By considering the nature of the space, not only the spatial record but also the ideas that support the space, 
that is, the way of view of the view of life and the view of the other world are grasped, and conversely, 
clues to get to know the path leading from the idea to the space are obtained be able to. Also, it is possible 
to comprehensively know what kind of space creates the presence or absence of spatial change, 
magnitude of magnitude, and whether it produces "changing things" and "unchanged" in space including 
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縮尺二万五千分の一の 1967（昭和 41）年の国土地形図（国土地理院発行）、1970（昭和 20）年
の国土地理院発行の航空写真、2016（平成 28）年のゼンリン住宅地図と国土地理院発行の航空






の立地や方位、現況の記録を行い、適宜記録写真を撮っておく。現地調査は 2016 年 7 月から 2017
年 12 月までの間に行った。	 
	 
（4）ヒアリング調査	 





































































































	 本研究における里山は、以下の 6つの要素によって構成される。 
 
二次林  







































・近代の里山（江戸時代~昭和 20年代）  


























































































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
図 1- 3	 里山の原風景モデルの変換  


















































	 	 	 	 	 	 	 	 	 家や人間は地域の事象は、‘自然を中心とする’空間内にある。 
	 	 	 	 	 	 	 	   日本の近代以前にはこの自然に中心を認める心性があった。 
②‘家中心’・・・ ‘家’の中に、宇宙につながる中心を認める。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 ‘人間中心’の反映である、と捉えることができる。 













































































































































































































































図 2- 3	 須賀神社  















































図 2- 6	 竈戸神社  
 
 







図 2- 7	 聖神社  
 

















































	 佐岡地区の最も低い標高 50m 付近を物部川が流れており、最も標高の高い赤塚山は 847m で
あり、地区内で約 800m の高低差がある。佐岡地区は物部川の左岸に位置し、物部川に影響を
受けた台地形と背後の山岳地形の二つの特徴を有している。 
	 佐岡地区は物部川から 20m ほどの崖の上に台地を形成している。標高 70~90m 辺までがこの
地形に該当する。特に、本村と佐野の 2 大字は域内のほとんどをこの地形が占めている。ま
た、物部川は急峻な崖の下にあるため、台地の上からは水面を見ることが出来ない。 








































































































































































































































































































































































































































































































































































	 中ノ谷における六カ所ある墓地群を、北から順に墓地 B1~B5 とする。中ノ谷における五カ所
ある墓地群のうち、墓地B1は西ノ谷の延長線上に、B2、B3、B4は集落の中心部に、B5は中ノ
谷の集落から東側に立地している。かつ、墓地の向きはほぼ南を向いている。 


















































































































































































































































G1,G2 とする。墓地群 G1 は宅地北端の崖上に並列で配置されていた。また、G2 は水路に併設
































































































路 4）の 4本の街路を基本骨格としていた。また、本村から有谷に向かう街路（街路 5）が字内

















































































	 主要街路は、街路 1 の途中から自動車で通行が可能な車道が分岐しており、西後入に向かう

































































	 街路 1、街路 2の途中、街路 3のアスファルト舗装が行われた。街路 2の途中においては街路
幅員の拡張も同時に行われた。また、しかし、街路 2、街路 5は途中から舗装されずそのままに





























































































































































































































































路（街路 14）の街路を有している。街路 2、街路 3、街路 5、街路 9 は本村沿いの県道 218 号
線と起点として目的の集落へ向かう共通を持つ。街路 10、街路 11は、県道を起点とせず、有谷
の集落同士を結ぶ機能を有している。また、街路 10は有谷川から引水している水路を併結して
おり、標高 175m 付近を地形にそって並行に移動する特徴が見られる。街路 12、街路 13 は共
に有谷の山頂付近のヌタに向かう街路である。 
	 また、聖地（村社）への参道は三本、墓地への参道は六本確認できた。街路 10から竈戸神社
















路 6、水路 7以外に、街路 10に併設して流れている水路（水路 8）、水路１の下を流れ西ノ谷の



















































































































































	 主要街路は、街路 5、街路 16の舗装された部分の道路幅員が更に拡張されることとなる。ま
た、車の往来を考慮した林道（街路 18）が新設され、佐竹からヌタへ向かう新たな骨格が作ら



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 6- 2	 近代の空間認識図（中後入（西ノ谷））  
（左：空間構成をもとにした空間認識図、右：同心円状の空間認識図）  
 






























































































































































	 	 	 	  




	 	 	 	 	 	 	  

















	 	 	 	  














































































































































楠瀬慶太「新・韮生槇山風土記	 ー高知県香美市域 120人から聞いた村の歴史・生活・ー」 
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図付録	 中後入・有谷の石垣分布図	 
